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支
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戦
　 

福
岡
県
　
靍
田
喜
代
次
　 

私
の
部
隊
は
、
第
二
十
三
軍
直
轄
部
隊
第
十
二
師
団
第
一
建

築
輸
卒
隊
・
波
八
六
三
二
部
隊
で
す
。

昭
和
十
七
年
九
月
、
南
支
那
黄
埔
に
上
陸
、
広
東
市
東
山
地

区
の
部
隊
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
広
東
周
辺
の
警

備
及
び
設
営
作
業
の
軍
務
に
精
励
し
、
昭
和
十
九
年
九
月
「
湘

桂
作
戦
」（
西
江
作
戦
と
北
江
作
戦
）
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
、
西
江
作
戦
か
ら
広
東
市
東
山
地
区
の

原
隊
に
帰
隊
し
た
ら
次
の
作
戦
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は

広
東
市
よ
り
北
江
沿
い
に
新
街
、
源
潭
墟
、
連
江
口
、
英
徳
と

大
陸
縦
断
鉄
道
の
一
部
■
漢
鉄
道
の
開
通
を
目
指
す
作
戦
だ
っ

た
の
で
す
。

昭
和
二
十
年
一
月
、
広
東
市
東
山
の
原
隊
を
出
発
し
た
。
主

な
任
務
は
「
架
橋
作
業
と
橋
の
修
復
」
と
隊
長
よ
り
命
を
受
け

ま
し
た
。

器
材
資
材
と
兵
を
乗
せ
た
軍
用
自
動
車
で
出
発
し
た
。
広
東

市
北
方
四
〇
キ
ロ
の
新
街
に
は
、
鉄
道
第
十
五
連
隊
の
一
個
大

隊
、
丹
羽
少
佐
が
駐
屯
し
、
第
五
十
六
野
戦
道
路
隊
も
駐
屯
し

て
お
り
、
我
が
部
隊
と
の
共
同
作
業
に
つ
い
て
連
日
協
議
が
な

さ
れ
た
。
先
ず
苦
力
の
大
量
動
員
は
絶
対
条
件
と
な
っ
た
。
広

東
か
ら
源
潭
墟
ま
で
は
平
地
で
鉄
道
路
床
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
枕
木
を
敷
き
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
だ
け
だ
。
新
街
ま
で

は
自
動
車
で
来
て
、
そ
れ
か
ら
先
は
自
動
車
列
車
だ
（
タ
イ
ヤ

を
脱
し
て
レ
ー
ル
の
上
を
走
る
）

。
簡
単
に
出
来
る
の
で
す
。



こ
の
自
動
車
列
車
は
源
潭
墟
ま
で
で
、
そ
れ
か
ら
先
は
川
幅

五
〇
メ
ー
ト
ル
を
は
さ
ん
で
盛
土
の
路
床
だ
。
そ
の
盛
土
が
鋸

の
歯
の
よ
う
に
け
ず
り
と
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
英
徳

ま
で
は
船
の
便
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
源
潭
墟
に
て
民

船
を
雇
船
し
、
北
江
を
英
徳
目
指
し
て
進
む
の
で
す
。
北
江
は

川
幅
が
広
く
そ
の
五
分
の
一
が
水
が
流
れ
、
そ
の
五
分
の
四
は

砂
浜
の
所
が
随
所
に
あ
り
、
そ
の
砂
浜
に
中
国
の
船
頭
は
船
か

ら
の
ロ
ー
プ
を
腰
に
つ
け
て
引
っ
張
る
の
で
す
。

川
幅
が
狭
く
な
れ
ば
岸
に
あ
が
り
引
っ
張
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
船
は
■
る
。
こ
の
川
の
周
辺
は
治
安
が
良
好
で
す

が
、
匪
族
の
襲
撃
に
備
え
て
警
備
隊
の
兵
が
船
の
速
度
に
合
わ

せ
て
警
備
し
て
く
れ
る
。
途
中
、
連
江
口
の
激
流
の
難
関
を
突

破
し
て
目
的
地
の
英
徳
に
つ
く
。
そ
れ
よ
り
支
流
を
約
六
キ
ロ

の
上
流
に
あ
る
黄
珠
塘
に
つ
く
。
こ
の
部
落
は
親
日
的
で
治
安

も
良
好
だ
。
後
述
す
べ
き
で
す
が
副
食
の
魚
肉
、
野
菜
等
は
部

隊
の
需
要
に
応
じ
て
く
れ
る
。
兵
の
宿
舎
と
な
る
部
隊
の
集
会

場
を
も
提
供
し
て
く
れ
る
。

い
よ
い
よ
鉄
道
の
建
設
に
と
り
か
か
る
。
付
近
の
部
落
は
生

い
茂
る
防
風
林
の
松
の
木
の
伐
採
に
と
り
か
か
る
の
で
す
。
ふ

た
か
か
え
は
あ
る
年
輪
一
〇
〇
年
を
越
す
の
ば
か
り
目
に
は
い

る
。
格
好
の
橋
の
資
材
に
な
る
。
伐
採
に
ゆ
く
前
に
部
落
民
と

く
に
長
老
の
同
意
が
必
要
と
な
り
、
大
陸
縦
断
鉄
道
建
設
の
た

め
と
か
、
広
東
ま
で
僅
か
な
時
間
で
日
帰
り
往
復
が
で
き
る
。

広
東
か
ら
の
日
用
品
雑
貨
等
す
べ
て
安
値
で
買
え
る
よ
う
に
な

る
と
力
説
し
た
。
し
か
し
長
老
の
伐
採
反
対
の
哀
願
も
聞
き
入

れ
ら
れ
ず
に
、
伐
採
に
ふ
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
数
は
、
正
確
な
数
は
分
ら
な
い
が
一
〇
〇
本
以
上
。
こ

の
よ
う
な
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
伐
採
の
た
め
そ
の
後
の
宜
撫

工
作
が
必
要
と
な
り
、
折
に
ふ
れ
隊
長
同
伴
し
医
薬
品
、
日
用

品
等
不
足
す
る
も
の
を
少
量
与
え
て
、
宜
撫
工
作
に
努
め
た
。

架
橋
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
た
。
昭
和
二
十
年
六
月
、
中

支
那
よ
り
広
東
目
指
し
て
い
た
鯨
兵
団
の
一
部
の
部
隊
の
通
過

後
、

今
ま
で
と
一
変
し
て
親
日
的
な
行
動
が
抗
日
的
と
な
っ
た
。

我
が
部
隊
も
特
に
警
備
を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

私
の
部
隊
は
第
二
十
三
軍
直
轄
で
あ
り
、

分
任
官
の
私
は
軍
経
理
部
か
ら
臨
時
軍
事
費
を
受
領
し
、
伐
採

し
た
松
の
木
の
代
金
と
し
て
幾
ら
か
の
儲
備
券
を
渡
し
て
い
た



の
が
私
に
と
っ
て
い
く
ら
か
の
慰
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
六
月
、
北
江
作
戦
は
中
止
の
命
下
り
、
黄
珠
塘

―
英
徳
―
源
潭
墟
を
経
て
広
東
市
東
山
に
帰
り
、
戦
塵
の
疲
れ

も
と
れ
な
い
ま
ま
直
ち
に
、
白
雲
飛
行
場
の
奥
の
鳳
鳳
山
の
麓

の
龍
眼
洞
陣
地
構
築
に
出
発
し
た
。
時
に
昭
和
二
十
年
七
月
一

日
。木

一
本
な
く
草
山
が
続
く
こ
の
地
で
、
第
二
十
三
軍
司
令
部

を
移
転
す
る
た
め
の
陣
地
構
築
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
作
業
な
か

ば
に
し
て
終
戦
の
八
月
十
五
日
を
迎
え
た
。

南
支
那
　
戦
火
は
遠
き
　
日
の
こ
と
か

戦
闘
語
る
　
我
は
老
い
た
り

【
解

説
】

第
二
十
三
軍
（
波
兵
団
）
の
南
部
■
漢
鉄
道
打
通
作
戦
作
戦

指
導
計
画
の
大
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
軍
ハ
昭
和
二
十
年
一
月
中
旬
頃
攻
撃
ヲ
発
揮
シ
、
ナ
ル
ヘ

ク
速
ヤ
カ
ニ
韶
関
（
広
東
北
方
二
〇
〇
キ
ロ
）
以
南
ノ
■
漢
鉄

道
ヲ
急
襲
占
領
ス
ル
　
之
カ
為
第
百
四
師
団
主
力
ヲ
以
テ
仏
岡

（
広
東
北
北
東
九
〇
キ
ロ
）

ヲ
経
テ
韶
関
ヲ
占
領
シ
次
テ
韶
関
、

英
徳
（
仏
岡
北
西
五
〇
キ
ロ
）
間
ヲ
掃
蕩
ス
ル
ト
共
ニ
一
部
ヲ

以
テ
源
潭
墟
（
広
東
北
方
五
〇
キ
ロ
）
ヨ
リ
北
進
セ
シ
メ
英
徳

以
南
ノ
鉄
道
ヲ
占
領
セ
シ
ム
、
尓
後
独
立
歩
兵
第
八
旅
団
（
肝
）

ヲ
北
進
セ
シ
メ
韶
関
（
不
含
）
以
南
ノ
■
漢
鉄
道
ノ
警
備
ニ
任

ス
　
第
百
四
師
団
（
鳳
）
ハ
之
ニ
伴
ヒ
海
豊
（
広
東
東
方
二
〇

〇
キ
ロ
）

、
陸
豊（
海
豊
東
方
三
四
キ
ロ
）
付
近
ニ
転
進
シ
テ

対
米
作
戦
ヲ
準
備
ス
』

と
あ
る
。
第
二
十
三
軍
（
波
）

、
第
百
四
師
団
は
、
湘
桂
作

戦
に
於
い
て
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
、
米
航
空
基
地
柳
州
を
攻

略
反
転
し
、
東
広
付
近
旧
駐
地
に
帰
還
し
た
。
第
十
一
軍
（
呂
）

の
第
四
十
師
団
（
鯨
）

、
第
二
十
七
師
団（
極
）
は
桂
林
攻
略

後
北
上
し
、
第
二
十
軍
の
隷
下
と
な
り
、
南
部
■
漢
線
を
南
下

し
、
前
記
作
戦
計
画
に
よ
る
第
二
十
三
軍
と
、
南
北
呼
応
し
て
、

■
漢
線
を
打
通
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
大
要
次
の
通
り
。

『
第
六
方
面
軍
の
作
戦
計
画
方
針
　
一
、
方
面
軍
ハ
昭
和
二

十
年
一
月
中
旬
頃
第
二
十
軍
（
桜
）
及
第
二
十
三
軍
ヲ
以
テ
南

部
■
漢
ヲ
奇
襲
占
領
シ
之
ヲ
確
保
ス
ル
ト
共
ニ
有
力
一
兵
団
ヲ

以
テ
遂
川
・
■
州
地
区
米
空
軍
基
地
ヲ
覆
滅
ス
　
二
、
本
作
戦

ハ
■
漢
線
ノ
重
要
術
工
物
（
鉄
路
・
鉄
橋
そ
の
他
）
ノ
無
疵
占

領
ヲ
主
眼
ト
シ
敵
野
戦
軍
ノ
撃
滅
ハ
第
二
義
ト
ス
　
三
、
作
戦



期
間
ヲ
概
ネ
二
ヵ
月
ト
予
定
ス

指
導
要
領
　
四
　
第
二
十
軍
　
（
一
）
　
第
四
十
師
団
…
…

第
二
七
師
団
…
…
（
二
）
　
韶
関
以
北
ノ
■
漢
線
…
…
重
要
術

工
物
無
疵
占
領
ニ
務
ム
　
（
三
）
　
第
二
七
師
団
ヲ
…
…
米
空

軍
基
地
覆
滅
ス
　
（
四
）
　
第
二
三
軍
ト
策
応
シ
南
雄
地
区
の

敵
航
空
基
地
ヲ
覆
滅
…
…
　
（
五
）
　
作
戦
終
了
後
ハ
■
漢
沿

線
地
区
ヲ
確
保
ス
又
第
二
七
・
第
四
十
師
団
ヲ
第
二
三
軍
ニ
転

属
ス
　
五
　
第
二
三
　
軍
　
略
…
…
』




